
デンベエシタビラメ (������������	�
�	) は南シナ海か

ら黄海に分布し, 国内では有明海および八代海北部にのみ

分布している (������１), 田北２) は本種をアカシタビラメ

(�������	) のシノニムではないかとしているが, 分類の

確定には更なる検討が必要と考え, 本報告では山田３) に従い

���	�
�	を用いた｡)｡４) 有明海には, デンベエシタビラメ (��

�	�
�	), コウライアカシタビラメ (��������	����), イヌ

ノシタ (����������), ゲンコ (��	����������) の４種の

イヌノシタ属魚類が生息しており,５) ゲンコを除く３種が湾

奥部に分布している｡６) これら３種のイヌノシタ属魚類は,

有明海で重要な漁業資源として様々な漁法で水揚げされてお

り, 中でもデンベエシタビラメは, 佐賀県有明水産試験場に

よると佐賀県のウシノシタ類漁獲量の��～��％を占める重要

な資源となっている｡７)

諫早湾の干拓事業や筑後大堰の建設など, 大規模な沿岸開

発による環境改変の進む有明海では近年, ウシノシタ類を含

め, 魚介類の漁獲量が急激に減少している｡４) そこで我々は,

将来的な資源管理を可能とするために, 有明海に生息する有

用魚類の全生活史の解明を目指して研究を進めている｡ その

一環として本研究では, デンベエシタビラメの年齢と成長お

よび成熟について明らかにすることを目的とした｡

����

����年５月から	�月までの間に有明海北部に設置された竹

羽瀬 (定置網の一種) と刺網で採集されたデンベエシタビラ

メ��
個体 (雄	��個体, 雌	��個体) を標本として使用した｡

標本の全長組成を����１に示した｡ 標本は氷蔵して研究室

に持ち帰った後, 全長 (��：��), 体重 (��：�), 肝臓

重量 (��：�) および生殖腺重量 (��：�) を測定した｡

生殖腺については	�％ホルマリン溶液で固定し, 後の実験に

供した｡

全標本のうち, 内臓の状態が悪かったものを除いた	��個

体 (雄��個体, 雌	��個体) について, 栄養状態を表す指標

として肝臓重量指数 (���) を, 成熟度を表す指標として生

殖腺重量指数 (���) を, それぞれ以下の式により算出した｡

���＝ (�� ��� ) × 	�２

���＝ (�� ��� ) × 	�２
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年齢形質には鱗を用いた｡ 脱落の少ない有眼側の後方から数

えて��枚目の側線鱗の上部付近から鱗を採取し, 年齢査定に

用いた｡ 鱗を採取することのできた���個体 (雄��個体, 雌��

個体) を用いて, 挟入法により鱗の観察標本を作製した｡ 次に,

万能投影機下で透過光線により��倍に拡大し, 鱗径 (�：

��), 輪紋径 (��, ��…, ��：��) を測定した｡ 鱗径, 輪

紋径は焦点から被覆部前端の両湾曲部を通る右側の線を軸とし

て, それに沿って測定した｡ 輪紋の形成時期を縁辺成長率

((�－��)�(��－��－�)) の月別平均値を求めることにより推定

し, 各輪紋形成時の逆算全長から, エクセルのソルバー８)によ

り	
�����������の成長式を算出した｡ 得られた成長式につ

いては������������	�９)に従い, 雌雄間で比較を行った｡

成熟年齢を組織学的に明らかにするために, 産卵期に相当

する６～９月 (結果および考察を参照) に採集した雌��個体

の卵巣組織の一部を常法に従ってパラフィン包埋し, 厚さ４

～５μ�の切片を作成した｡ ヘマトキシレン・エオシン二重

染色の後, 光学顕微鏡下で観察した｡ 包埋する卵巣の部位に

は有眼側の卵巣の中央部を使用し, 卵母細胞の成熟過程を田

代ら��) に準じて分類した｡

�������

�	
���

年齢査定に使用した���個体のうち, ���個体の鱗の輪紋が

判読可能であった (判読率����％)｡ 輪紋の形成時期を推定

するために縁辺成長率の月別平均値を求め, ����１に示した｡

縁辺成長率は１輪群では９月に, ２～５輪群では８月に急激

に低下して最低値を示し, その後上昇した｡ この結果から輪

紋は年に１輪, 産卵期である８～９月に形成される年輪と推

定されたため, 輪紋を年齢形質として用いることが可能であ

ると判断された｡ 当初, 年齢形質として耳石の扁平石を用い

ることを検討したが, 無眼側, 有眼側ともに輪紋が不鮮明で

あった｡ ���������	
��) にしたがい扁平石の薄切切片を作

成し, 万能投影機下で観察を行ったが, やはり輪紋は不鮮明

であった｡ したがって, デンベエシタビラメでは, 耳石は年

齢形質として妥当ではないと判断された｡

年齢と成長の関係を雌雄別に調べるために, 雄� 個体, 雌

��個体について全長��(��) と鱗径� (��) の値をプロッ

トしたところ, 高い相関を示す以下の関係式が得られた

(����２)｡

雄：��＝ �� ���
��� (��＝ �����)

雌：��＝ �� ���
��� (��＝ �����)

上記の関係式から各輪紋形成時の全長を求め (��!�２),

これらの値をもとに雌雄別に	
�����������の成長式を算

出した (����３)｡
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雄：��＝ ���[�－���{－�	

�(�＋�	��)}]

雌：��＝ ��[�－���{－�	��
(�＋�	���)}]

最高年齢は雄で５歳, 雌で４歳, 最高全長は雄で���,

雌で�����であった｡

デンベエシタビラメの年齢と成長に関する研究結果はこれ

まで報告されていない｡ デンベエシタビラメと同種の可能性

が指摘されているアカシタビラメについて松村は,��) 体長組

成をもとに１歳および２歳魚の秋季の全長は����, ��～��

��であり, ４歳を迎えるまでにほとんどが死滅すると推定

している｡ また, 成長に雌雄差がある可能性を指摘している

ものの, それについての検討はなされていない｡ 本研究では,

デンベエシタビラメの雌雄間の成長に有意差はみられなかっ

た (��＝ �����＝ �	��
��＞�	��)｡

��� �

生殖腺重量指数 (��	) の月別平均値を求め, ���	４に示

した｡ 雄の��	は常に低い値で推移していたが, 雌の��	は

６月に上昇し, ９月には低い値を示しており, 明確な季節サ

イクルが見られた｡ このことから, 有明海における本種の産

卵期は６～９月と考えられた｡ 田北５) は, 完熟魚の出現状況

から本種の産卵期を６～８月と推定している｡ また, 南�
) は

若狭湾周辺海域でアカシタビラメの調査を行い, 生殖腺重量
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指数の経月変化と発育初期の仔魚の出現時期から産卵期を７

～９月と推定した｡

肝臓重量指数 (���) の月別平均値を求め, ����５に示し

た｡ 雌雄ともに産卵期初期から終期に向かい栄養状態が悪化

する傾向が見られた｡

卵巣の組織学的観察結果から, 卵母細胞は周辺仁期, 卵黄

胞期, 第一次卵黄球期, 第二次卵黄球期, 第三次卵黄球期,

胚胞移動期, 成熟期の７段階に区分することができた｡ 全長

�����以上の全ての個体が卵巣内に卵黄球の蓄積を開始し

た卵母細胞を有しており, これらの個体は既に成熟に達し,

この産卵期間内に産卵が可能であることが示された｡ 全長

�����は本種の満１歳時の全長にほぼ相当することから,

本種は満１歳で成熟すると考えられる｡ また, 排卵を示す空

濾胞をもつ卵巣内に, 第二次卵黄球期の卵母細胞が形成され

ていたことから (����６), 本種は多回産卵を行うことが明

らかとなった｡

� �

�		�年５月～�	月にかけて有明海の湾北部で竹羽瀬 (定置

網の一種) と刺網によって採集した�	
個体 (雄�	�個体, 雌

�	�個体) の標本をもとに, デンベエシタビラメの成長およ

び成熟について調査を行った｡ 年齢査定には鱗を使用した｡

縁辺成長率輪紋は年に一輪, 産卵期である８～９月に形成さ

れており, 満年齢を示すことが明らかとなった｡ 標本の最高

年齢は５歳であった｡ 輪径と全長の関係式から算出した逆算

全長をもとに, 雌雄の成長は�������������の成長式によっ

て以下のように表された｡

雄：��＝ ���[�－���{－	����(�＋���
)}]

雌：��＝ ��	[�－���{－	��	�(�＋	�
��)}]

雌雄間で成長式に有意差はみられなかった｡ ���および卵

巣の組織学的観察結果から, 本種の産卵期は６月～９月で,

雌は１年目で成熟年齢に達することがわかった｡ また, 排卵

を示す空濾胞をもつ卵巣内に, 第二次卵黄球期の卵母細胞が

形成されていたことから, 本種は多回産卵を行うことが明ら

かとなった｡

� �

標本採集の際に様々な便宜を図って下さいました漁業者の

中村啓二郎氏に心より感謝します｡
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